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質
問
　
震
災
前
、
高
田
町
大
町

で
は
五
の
つ
く
日
に
市
が
立
ち
、

大
勢
の
市
民
で
に
ぎ
わ
っ
て
い

た
。
ま
ち
な
か
の
に
ぎ
わ
い
創
出

と
い
う
点
か
ら
も
再
開
が
期
待
さ

れ
る
が
、
見
通
し
は
ど
う
か
。

　
答
弁　
「
五
の
市
」
の
本
格
再

開
は
必
要
と
考
え
て
い
る
が
、
市

の
実
施
に
は
、
出
店
者
全
体
を

調
整
す
る
運
営
主
体
が
必
要
で
あ

る
。
ま
た
、
場
所
に
つ
い
て
は
商

工
会
、
ま
ち
な
か
会
、
漁
協
、
道
の

駅
関
係
者
と
の
懇
談
を
重
ね
た
結

果
、道
の
駅
エ
リ
ア
で
、屋
根
の
あ

る
施
設
整
備
を
検
討
中
で
あ
る
。

　
質
問
　「
市
」
を
ま
ち
な
か
の

に
ぎ
わ
い
の
起
爆
剤
に
し
た
い
と

い
う
思
い
の
方
も
い
る
。
道
の
駅

エ
リ
ア
で
の
開
催
と
い
う
の
は
五

の
市
の
方
々
の
意
向
と
は
違
う
と

感
じ
る
が
ど
う
か
。

　
答
弁
　
ま
ち
な
か
で
の
開
催
の

可
能
性
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
。

  

「
五
の
市
」
再
開
の
た
め
に
は
運

ル
ー
ル
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て

は
ど
う
か
。

　
答
弁　

本
市
地
域
防
災
計
画
で

は
特
別
な
事
由
が
あ
る
場
合
な
ど

に
車
で
の
避
難
を
一
部
認
め
て
い

る
。
自
動
車
避
難
に
関
す
る
知
見

を
有
し
た
自
治
体
な
ど
か
ら
の
情

報
入
手
等
に
努
め
て
い
き
た
い
。 市神様の台座（高田町）

「
五
の
市
」
の
再
開
見
通
し
は

　
　
　

道
の
駅
エ
リ
ア
で
施
設
整
備

営
組
織
な
ど
が
と
て
も
大
事
に
な

る
。
一
方
、
長
部
地
区
で
開
催
さ

れ
て
い
た
土
曜
市
な
ど
の
小
規
模

漁
業
者
へ
の
支
援
、
活
性
化
も
必

要
と
思
っ
て
い
る
。
道
の
駅
方
面

で
あ
れ
ば
そ
れ
ぞ
れ
の
方
に
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
、
現
在
、
国
と
協

議
し
て
い
る
。

津
波
復
興
祈
念
公
園
の
防
災
体
制

　
質
問
　
11
月
10
日
に
行
わ
れ
た

津
波
避
難
訓
練
か
ら
浮
か
び
上
が

っ
た
課
題
は
。

　
答
弁　

避
難
路
と
な
っ
て
い
る

歩
道
上
に
、
道
路
標
識
の
支
柱
が

あ
り
、
車
い
す
が
通
行
で
き
な

か
っ
た
。
直
ち
に
道
路
管
理
者
に

連
絡
し
、
改
善
し
て
も
ら
っ
た
。

　
質
問
　
徒
歩
避
難
が
原
則
で
あ

る
が
、
こ
の
ル
ー
ト
は
距
離
が
長

い
。
東
日
本
大
震
災
時
の
平
均
歩

行
速
度
及
び
高
齢
者
等
歩
行
困
難

者
の
歩
行
速
度
を
基
に
計
算
す
る

と
、
避
難
目
標
地
点
の
気
仙
大
橋

西
交
差
点
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
32
分
、

39
分
か
か
る
。
津
波
到
達
ま
で
、

30
分
か
ら
40
分
か
か
る
と
考
え
る

と
、
安
全
と
は
言
え
な
い
。
自
動

車
に
よ
る
避
難
を
せ
ざ
る
を
得
な

い
場
合
に
お
け
る
、
道
路
利
用
の

今
後
の
産
業
振
興
策
は

　

一
次
産
業
を
土
台
に
雇
用
創
出
へ

大和田 加代子
 （碧　い　風）

　

　
質
問
　
水
稲
振
興
の
現
状
と
今

後
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

　
答
弁　

本
年
度
産
米
の
作
付
面

積
は
約
３
０
１
㌶
。
ひ
と
め
ぼ
れ
が

約
２
１
８
㌶
、
銀
河
の
し
ず
く
が
約

８
㌶
。
ほ
場
整
備
の
推
進
、
生
産
基

盤
の
整
備
を
図
っ
て
い
く
。
ま
た
、

農
地
中
間
管
理
制
度
を
活
用
し
、
担

い
手
へ
の
農
地
集
積
を
図
り
な
が

ら
、
安
定
的
に
生
産
で
き
る
環
境
づ

く
り
に
努
め
る
。

　
質
問
　
た
か
た
の
ゆ
め
の
作
付

け
と
流
通
状
況
は
ど
う
か
。

　
答
弁　

令
和
元
年
、
市
内
50
戸

の
農
家
が
約
60
㌶
を
作
付
け
、
過

去
最
大
の
面
積
と
な
っ
た
。
収
量

は
約
２
５
０
㌧
。
全
農
へ
１
２
０

㌧
を
契
約
出
荷
し
、
残
り
は
、
ふ

る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
、
道
の
駅

高
田
松
原
、
市
内
ス
ー
パ
ー
、
飲

食
店
で
提
供
し
て
い
る
。

　

質
問　

水
稲
の
生
産
基
盤
体
制

の
現
状
と
展
望
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

震
災
で
被
災
し
た
農
家

が
共
同
組
織
を
立
ち
上
げ
、
農
業

生
産
対
策
交
付
金
に
よ
り
機
械
導

レ
ッ
ト
を
配
布
し
て
い
る
。

　
質
問
　
消
防
職
員
の
勤
務
体
制

は
ど
う
か
。

　
答
弁　

現
場
対
応
の
当
番
職
員

は
、
28
人
で
３
班
編
成
。
１
当
番

24
時
間
の
交
代
勤
務
。
昨
年
の
救

急
出
動
は
９
３
２
件
、
年
々
増
加

傾
向
に
あ
り
、
市
民
の
負
託
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
対
応
す
る
。

米の収穫

水
稲
振
興
の
現
状
と
課
題
は

　
　

担
い
手
へ
の
農
地
集
積
を
図
る

入
。平
成
26
年
に
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

を
整
備
、
大
船
渡
市
農
協
が
指
定

管
理
者
に
な
っ
て
い
る
。
ス
ト
ッ

ク
ヤ
ー
ド
や
保
管
庫
不
足
の
対
応

策
に
つ
い
て
協
議
を
進
め
る
。

林
業
行
政
は

　
質
問
　
気
仙
杉
の
現
状
と
今
後

の
見
通
し
は
。

　
答
弁　

市
場
で
は
、
地
域
ブ
ラ

ン
ド
材
の
一
つ
と
し
て
取
り
扱
い

が
あ
る
が
、
銘
木
ブ
ラ
ン
ド
に
比

べ
る
と
、
さ
ら
な
る
品
質
向
上
や

Ｐ
Ｒ
が
必
要
。
引
き
続
き
、
気
仙

地
方
林
業
振
興
協
議
会
と
連
携

し
、
関
東
方
面
で
の
市
場
で
Ｐ
Ｒ

活
動
を
継
続
す
る
。

　
質
問
　
森
林
の
保
全
の
現
状
と

災
害
の
解
消
へ
の
取
り
組
み
は
。

　
答
弁　

適
正
な
森
林
施
業
を
実

施
し
、
伐
採
後
は
、
林
地
残
材
が

林
道
の
側
溝
や
沢
を
ふ
さ
い
で
残

材
や
土
砂
が
流
出
し
な
い
よ
う
に

施
業
を
行
う
。

消
防
組
織
の
現
状
は

　
質
問
　
消
防
団
員
数
の
現
状
と

今
後
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

　
答
弁　

本
年
４
月
時
点
の
消
防

団
員
数
は
６
３
６
人
。
消
防
団
員

の
な
り
手
不
足
が
深
刻
で
あ
る
。

加
入
へ
の
呼
び
掛
け
と
リ
ー
フ

伊藤 勇一
 （碧　い　風）

佐々木 一義
 （創　生　会）

暴風雨におびえる住民（高田町）

　
質
問
　
今
後
の
産
業
の
推
移
は

ど
う
か
。

　
答
弁　

震
災
復
興
工
事
終
了
に

伴
う
建
設
業
の
減
少
が
予
想
さ
れ

け
入
れ
ら
れ
る
環
境
整
備
の
支
援

を
検
討
す
る
。

異
常
気
象
へ
の
災
害
対
策
は

る
。
公
共
事
業
の
確
保
に
努
め
、

一
次
産
業
を
土
台
に
、
陸
上
養
殖

や
ピ
ー
カ
ン
ナ
ッ
ツ
等
の
雇
用
の

創
出
が
期
待
さ
れ
る
産
業
の
育
成

に
力
を
入
れ
て
い
く
。

　
質
問
　
市
内
産
業
の
求
人
状
況

は
ど
う
か
。

　
答
弁　

水
産
加
工
業
で
は
、
応

募
者
数
が
求
人
数
を
下
回
っ
て
い

る
が
、
外
国
人
労
働
者
を
雇
用

し
、
一
定
数
の
雇
用
を
確
保
し
て

い
る
。

　
質
問
　
本
市
の
産
業
振
興
に
お

け
る
外
国
人
雇
用
は
。

　
答
弁　

少
子
高
齢
化
が
進
む
本

市
に
お
い
て
外
国
人
雇
用
に
よ
る

労
働
力
確
保
が
重
要
と
考
え
て
い

る
。

　

共
生
社
会
を
目
指
し
て
い
る
本

市
は
、
市
内
に
住
ん
で
い
る
外
国

人
労
働
者
と
地
域
住
民
が
お
互
い

に
理
解
し
、
外
国
人
労
働
者
を
受

　
質
問
　
巨
大
台
風
な
ど
か
ら

「
い
の
ち
を
守
る
」
た
め
の
対
応

策
は
ど
う
か
。

　
答
弁　

市
民
の
命
を
守
る
た

め
、
避
難
勧
告
等
を
適
切
に
発
令

し
、
迅
速
な
情
報
伝
達
に
努
め
る
。

市
民
の
皆
様
に
は
「
自
分
の
命
は

自
分
で
守
る
」
意
識
を
醸
成
し
て

い
た
だ
き
、
早
め
の
避
難
を
心
掛

け
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
質
問
　
小
河
川
の
対
策
と
周
辺

の
水
害
対
策
は
ど
う
か
。

　
答
弁　

今
後
も
雨
水
排
水
対
策

は
、
緊
急
度
を
勘
案
し
な
が
ら
、

事
業
化
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

く
が
、
整
備
に
は
一
定
の
時
間
を

要
す
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
皆
様

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
適
切
な

維
持
管
理
に
努
め
る
。

　
質
問
　
災
害
時
に
お
け
る
災
害

弱
者
サ
ポ
ー
ト
対
策
は
ど
う
か
。

　
答
弁　

避
難
行
動
要
支
援
者
名

簿
を
策
定
し
、
地
域
内
の
自
主
防

災
組
織
や
消
防
団
に
配
布
し
協
力

を
求
め
て
い
る
。

　
質
問
　
要
支
援
者
の
避
難
先

は
。

　
答
弁　

要
支
援
者
は
、
い
っ
た

ん
市
指
定
の
一
般
の
避
難
所
へ
避

難
し
て
い
た
だ
く
。
市
の
保
健
師

が
避
難
所
を
巡
回
し
た
際
に
、
一

般
の
避
難
所
で
避
難
生
活
を
続
け

る
の
が
難
し
い
と
判
断
さ
れ
た
場

合
、
市
か
ら
福
祉
避
難
所
へ
連
絡

し
、
受
け
入
れ
可
能
と
な
っ
た
場

合
に
移
動
す
る
。


